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改善への取り組み

・関係機関との関係の維持、市ミーティングや研修などへの積極的な参加の継続。
・支援その他、素朴な疑問等への返答の機会を設ける。（面談、その他）
・ご家族が気軽に参加できるイベントや参観、見学会などの企画の検討。
・職員研修をアウトプットする機会の検討。
・活動イベントのリフレッシュ（内容・参加方法についての検討）。
・障害特性と個別の評価に基づいた支援について改めて整理し、「わかる」「できる」機会を増やすことで安心と自尊心を高められる支援に努める。
・本人の生活や生き方を豊かにするお手伝いとして、事業所内での支援だけでなく生活全般を見据え、関係機関やご家族との交流や協働を意識していく。今年度　施設目標

施設目標
（支援方針）

・ご家族との協働。「見える」事業の展開。
　ご家族が見学・参加しやすいオープンな場を設け、ご意見・ご感想等を頂くことで新しい気づきや活動に繋げていきたい。

事業所の強み

・男性職員が入職し、状況に応じた同性介助
が出来るようになった。
・1F、2F共コンサルを受け、支援の見直しや
新しい取り組みなどを行なっている。
・理学療法士や看護師などの専門職からのア
ドナイスにより、健康・運動面への支援、活動
なども行なっている。
・外部からの見学者を受け入れ、研修や支
援、取り組みから得たものをアウトプットする
ことにより、新たな気づきを得て支援に活か
しオープンな事業展開が出来ている。

事業所の改善点

・イベントに積極的に参加したり、法人機関紙
や月のおたよりで活動等をご家族にお知ら
せしたり、参観の機会をアナウンスしてはい
るものの、まだまだ「見える」事業展開は出来
ていないと考えてもよいのではないか。

・個別化した活動内容が提供出来る様工夫しているが、実際の様子
を保護者が見る機会は少ない。

・市のネットワークミーティングなどへは積極的に参加している。
　相談支援事業所との連携も随時行なっている。

・基本的な情報は提供できていると考えているが、相違はあるのか
もしれない。

・訓練が固定化され、細かな内容までご家族に伝わっていない。

・マンネリ、固定化したプログラムから少しずつ脱出・変化しようとし
ている。

・見学会や参観出来る機会を設けたく、お便りでアナウンスしたが、
なかなか希望が上がらない。

・今後も積極的にミーティングや研修等に参加すること、相談支援事
業所と連携を行なっていることの情報提供不足が生じていないか。

・面談時に疑問や質問を受け入れる時間が足りていないか。

・特に大きな問題や苦情等はなく、日々安全に運営出来ている印象はあるのかもしれない。だ
からこそ、外部やご家族からの意見や新しい気づきを頂き、少しずつ改善していかなければな
らないのではないか。
・事業所として、内外の連携や支援、環境調整、体制整備等は都度取り組めているように感じ
ている。
・イベントに参加し、事業所単体で出店する新たな機会を頂き、利用者の活動自体も改めて整
理し取り組み始めている。
・外部からの見学者がいることは大変嬉しく感じている半面、常に「これで良いのか？」という
気持ちは忘れずに支援に取り組んでいきたい。

評価を行っての事業所としての感想など

・ご家族への情報提供やお便り等での報告を徹底していく。
　ご家族参加型の訓練等も行なっていきたい。

・ご家族へのアンケートや面談、送迎・お迎え時などにご意見を伺う
など新しい取り組みを行なっていきたい。

保護者評価、事業所内評価を踏まえた上での共通点 保護者評価、事業所内評価を踏まえた上で相違点

・概ね整備しているが、現状どのような環境で活動しているか
保護者には見えていない。

・職員の配置、専門性や情報が保護者には見えにくい。
・1F、2F共、男性職員を配置し、必要に応じて同性介助を行なって
いる。

項目

環境・体制整備

業務改善

・見学等を取り入れ、様々な活動や様子をみて頂き、ご意見を伺うこ
とで新しい気づきを得られるか。

・月のおたよりなどで職員情報や支援についての情報伝達が足りて
いないか。

適切な支援の提供

関係機関や保護者との連携

本人（家族）への説明責任等

非常災害等への対応

支援プログラム
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前年度　施設目標

前年度の改善への取り組み
・障害特性と個別の評価に戻づいた支援について改めて整理し、わかる・できる機会を増やすことで安心と自尊心を高められる支援に努める。
・本人の生活や生き方を豊かにするお手伝いとして、事業所内だけの支援だけではなく生活全般を見据え、関係機関やご家族との交流や協働を意識していく。

前年度の施設目標
（支援方針）

・ご家族との協働に向けたオープンな事業運営の展開


